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『講義概要』p. 396 記載内容 

◆講義題目：実践的統計分析法  
◆授業内容：研究の現場で必要となる統計分析手法は、分析の目的とデータの

特徴によってさまざまである。この授業では、さまざまな分析手法をとりあげ

て、それらの特徴と使い方を習得する。統計解析パッケージ SPSS を使ってデ

ータ分析の実習をおこなう。  
◇履修要件 前期開講の比較現代日本論研究演習 I を履修済みであるか、それと

同等の知識を習得済みであること。  
◇テキスト：なし  
◇成績評価の方法：各回の授業中の課題 (50％)、中間試験 (20%)、期末レポー

ト (30%) を合計して評価する。  
 

授業の概要 (予定) 10/3 現在 

目次 

1. 推測統計入門 (10/4～10/25)  
2. 順位相関 (11/8～11/15)  
3. 中間試験 (11/29)  
4. 変数をキーにした分析 (12/6～12/20)  
5. クラスター分析 (1/10～1/24)  
6. 期末レポート  

※（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしていますが、 実際の授

業の進行状況によって前後にずれることがあります。  

※ 11/1, 11/22 は休講です  

1. 推測統計 

• 誤差の評価 (含：標本抽出についての復習) [10/4 提示資料 (PDF 形式)]  
• 標本誤差の推定  
• 平均値の点推定・区間推定  
• 平均値の差の区間推定と t 検定  
• 連関係数の区間推定と χ2 検定  

2. 順位相関 

• 散布図  
• 順序尺度の分析 (含：尺度水準についての復習)  
• Spearman の順位相関係数  
• Kendall の順位相関係数  
• その他の相関係数  

3. 中間試験 

4. 変数をキーにした分析 

• 個体間変動と変数間変動  
• 一致率の計算  
• 対応のある分析  

5. クラスター分析 

• 似た変数をまとめる  
• 距離行列  
• クラスター分析の手法  
• 樹状図  
• 類似の分析手法  

6. 期末レポート 
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II ( )

1  (listwise)

.133

.203* .200*

.054 .102     .076

.134 .186     .015   . 032

.110 .261* .002    .099    .319*

.195* .132 .124    .016    .185 .165

.132 .205* .012 .233* .022    .057 .084

2  (pairwise)

.133
(110)
.203* .200*
(119) (111)
.054 .102     .076
(120) (110) (116)
.134 .186     .015   . 032
(110) (112) (113) (112)
.110 .261* .002    .099    .319*
(112) (118) (118) (111) (115)
.195* .132 .124    .016    .185 .165
(110) (118) (118) (116) (110) (115)
.132 .205* .012 .233* .022    .057 .084
(110) (114) (118) (110) (112) (113) (115)

Spearman  *: p <0.05 N=105

Spearman  *: p <0.05 ()
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(y)
1 2 3 4

1. 13 1 0 1 15
(5.4) (0.4) (0.0) (0.4) (6.3)

2. 35 12 2 0 49
(14.6) (5.0) (0.8) (0.0) (20.5)

3. 79 37 9 0 125
(33.1) (15.5) (3.8) (0.0) (52.3)

4. 32 15 3 0 50
(13.4) (6.3) (1.3) (0.0) (20.9)

159 65 14 1 239
(66.5) (27.2) (5.9) (0.4) (100.0)

=1.48 (x=2.88, y=1.40), p<0.01 ( ) r=0.073 t

x>y 84.1 , x<y 1.7 , 2

x>y 84.1 , x<y 1.7 , p<0.01 (80 2 x=y ) 2 (x=y )

x>y 84.1 , x<y 1.7 , p<0.01 ( ) 2 (x=y =50%)

(x)

SD N
2.88 0.81 x>y 201 (84.1)
1.40 0.62 34 (13.6)

=1.48, p<0.01 ( ) r=0.073 N=239 x<y 4 (1.7)
239 (100.0)



 1 

2003.1.10  II  

10 (1) ( )

1.

2.

3.

4.

5.

 2 

3

( )

( )

 3 

 ( )

 (EFA/CFA) 

 (MDS) 

 (I IV)

 4  5 

 ( )

 ( )

 6 

UPGMA

 7  8 

SPSS

Pearson

 9 

 (1988)

 (1998)
 (2001)

Romesburg, H. C. (1992)



相関係数行列
評価高い職業 高い収入 高い学歴 家族の信頼尊敬 volunteer、町内会趣味サークル 多くの財産

評価高い職業
高い収入 0.429
高い学歴 0.524 0.426
家族の信頼尊敬 0.209 0.174 0.144
volunteer、町内会活動 0.202 0.172 0.238 0.424
趣味サークル 0.190 0.130 0.213 0.146 0.413
多くの財産 0.367 0.470 0.394 0.089 0.183 0.357
高い地位 0.554 0.383 0.518 0.074 0.124 0.311 0.525

評価高い職業 高い地位 高い学歴 高い収入 多くの財産 家族の信頼尊敬 volunteer、町内会活動

評価高い職業
高い地位 0.554
高い学歴 0.524 0.518
高い収入 0.429 0.383 0.426
多くの財産 0.367 0.525 0.394 0.470
家族の信頼尊敬 0.209 0.074 0.144 0.174 0.089
volunteer、町内会活動 0.202 0.124 0.238 0.172 0.183 0.424
趣味サークル 0.190 0.311 0.213 0.130 0.357 0.146 0.413
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評価高い職業高い収入 高い学歴 家族の信頼尊volunteer、町 趣味サークル多くの財産
評価高い職業
高い収入 0.429
高い学歴 0.524 0.426
家族の信頼尊敬 0.209 0.174 0.144
volunteer、町内会活動 0.202 0.172 0.238 0.424
趣味サークル 0.190 0.130 0.213 0.146 0.413
多くの財産 0.367 0.470 0.394 0.089 0.183 0.357
高い地位 0.554 0.383 0.518 0.074 0.124 0.311 0.525


